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Relation
専修寺蔵顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』の訓点について
─専修寺蔵親鸞加点『三帖和讃』との比較を通して─
佐々木
勇
一、本稿の目的
１．専修寺蔵顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』と国宝本『三
帖和讃』
親鸞著『三帖和讃』は、浄土真宗の教えを和讃形式にまとめた
「浄土和讃」 「浄土高僧和讃」 「正像末法和讃」の総称である。
三重県津市真宗高田派本山専修寺に、親鸞自筆 交えた本が現
存しており、国宝に指定されている。以下、これを国宝本と呼ぶ。ただし、親鸞の自筆は、 正像末法 の巻頭・各和讃への部分的な書き込み・朱の振り仮名・朱声点に限られる。全文 親鸞が筆写した『三帖和讃』 写本は、現存しない
親鸞は、まず、 「彌陀和讃」一〇八首を作り、その後、 「大勢
至菩薩和讃」八首を増補した。これらを合わせたも を、いま「浄土和讃」と呼んでいる。国宝本「浄土和讃」には奥書が無く現在の形の「浄土和讃」完成時は、不明である。
しかし、 「浄土高僧和讃」の末尾に、 「已上高僧和讃百十七首
／彌陀和讃高僧和讃都合／二百二十五首／寶治第二
( 一二四八
) 戊
申歳初月／下旬第一日釋親鸞〈七十六歳〉／書之畢／見写人者必可唱南无／阿弥陀佛」 （ 〈
〉内は、割書。以下、同じ）と記さ
れており、 「浄土和讃」の中核をなす「彌陀和讃」一〇八首は、寶治二年
( 一二四八
) には、 「浄土高僧和讃」と一連のものとして
唱えら いたことが知られる。
国宝本「正像末法和讃」には、末尾近くに、 「正
嘉元
年
( 一二
シヤウカ
クワンネン
五七
) 丁
巳壬
三月一日／愚禿親鸞〈八十五歳〉書之」と見える。
ヒノトノミウルウ
国宝本には、この後に、五首の和讃が存する。和讃数も少なく、振り仮名・左注が無い和讃も存していることなどから、 国宝本 「正像末法和讃」は「草稿本」である、 言われてい
この国宝本に次いで古い書写本が、顕智書写本『浄土和讃』 『正
像末法和讃』である（顕智書写本『浄土高僧和讃』は、伝わらないらしい） 。
顕智は、浄土真宗高田派第三世法主である。一二二六年に生ま
れ、一三一〇年に入滅した。親鸞
( 一一七二─一二六一
) ・高田派
二世真佛
( 一二〇七─一二五七
) の教えを、直接受けている。
（１）
国宝本と顕智本とには、本文の異同が少なからず見られる。こ
の異同は、他の『浄土和讃』 『正像末法和讃』書写 と共通するため、顕智独自の改変ではなく、親鸞の推敲の跡をとどめたものと考えられている。
（２）
以下、これを 本と呼称する。
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この顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』は、近年、 『影印
高田古典
[ 第二巻
] 顕智上人集
上』 （一九九九年、真宗高田派
宗務院）にその全文の影印が収められ、朱筆の判読も可能となった。本稿は、すべてこの影印と解説とに依拠している。学恩に、感謝したい。
２．本稿の目的本稿は、専修寺蔵顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』の訓点
（振り仮名・声点）の概要を、国宝本と 比較により、明らかにするとともに、特に声点について、 実態を報告することを目的とする。二、専修寺蔵顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』 書誌
顕智本『浄土和讃』 『正像末法和讃』には、次の奥書が存する。「浄土和讃」
草本云
建長七年〈乙卯〉
( 一二五五
) 四月二十六日〈写書〉之
正應三年〈庚寅〉
( 一二八九
) 九月十六日令書写之畢
「正像末法和讃」
草本云
正嘉二歳
( 一二五八
) 九月二十四日親鸞〈八十六歳〉
正應三年〈庚寅〉九月二十五日令書写之畢
表紙には、 「浄土和讃釋顕智」 「正像末法和讃釋顕智」と、
書かれており、包紙・包み袋にも、顕智書写本である旨が記され
ている。表紙の文字は、真佛によると見られ、包紙・包み袋の字は、高田派十世法主真慧の筆跡であると推定されている。
（３）
本文の字体と表紙書き込みとから、両本は、顕智の書写本であ
ると考えられている。
言われるとおり、 他の顕智筆本の字体と等しい、 と判断される。本文・訓点とも、奥書の通り、正応 書写・加点と見て、誤り
は無かろう。三、国宝本と顕智本との比較
両本は、和讃の順や、本文に異同が存する。いま、 「讃阿弥陀佛偈和讃」の冒頭二首を比較して掲げる。加
点の声点は、
( 平
)( 上
)( 去
)( 入
)( 平濁
)( 上濁
)( 去濁
)( 入濁
) などとし、
左注は、
[ 左
] に続ける。 （詳しくは、両複製本を御覧願いたい。 ）
【国宝本】一弥
(上
)陀
(上濁
)成
(去濁
)佛
(入濁
)ノ
コノカタハ
ミタ
シヤウ
フチ
イマニ
十
(入濁
)劫
(入
)ヲ
ヘタマヘリ
コフ
法
(入
)身
(去
)ノ光
(去
)輪
(上
)
キワモナク
ホフ
シン
クワウ
リン
世
(平
)ノ盲
(平
)冥
(平
)ヲ
テラスナリ
セ
マウ
ミヤウ
[左
]メシヰノ
クラキトナリ
二智
(平
)慧
(平
)ノ光
(去
)明
(上
)
ハカリナシ
チヱ
クワウ
ミヤウ
[左
]チハ
アレハアレ
コレハコレト
フンヘチシテ
オモヒ
ハカラフニ
ヨリテ
シユイニナツク
[左
]ヱハ
コノ
オモヒノ
サタマリテ
トモカクモ
ハタラカヌニ
ヨリテ
フトウニナツク
フトウ
サムマイナリ
有
(平
)量
(平
)ノ諸
(上
)相
(平
)
コトヽヽク
ウ
リヤウ
シヨ
サウ
[左
]ウリヤウハ
セケンニ
アルコトハ
ミナ
ハカリアルニ
ヨリテ
ウリヤウト
イフ
[左
]フチホフハ
キヤホトリ
ナキニ
ヨリテ
ムリヤウト
イフナリ
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光(去
)暁
(上
)
カフラヌ
モノハナシ
クワウ
ケウ
真
(去
)實
(入濁
)明
(上
)ニ歸
(上
)命
(平
)セヨ
シン
シチ
ミヤウ
クヰ
ミヤウ
[左
]シントイフハ
イツワリ
ヘツラワヌヲ
シントイフ
シチトイフハ
カナラス
モノヽ
ミトナルヲ
イフナリ
【顕智本】一弥
(上
)陀
(上濁
)成
(去濁
)佛
(入濁
)ノ
コノカタハ
ミタ
シヤウ
フチ
イマニ
十
(入濁
)劫
(入
)ヲ
ヘタマヘリ
シフ
コフ
法
(入
)身
(去
)ノ光
(去
)輪
(上
)
キワモナク
ホフ
シン
クワウ
リン
世ノ盲冥
ヲ
テラスナリ
セ
マウミヤウ
[左
]メシヰタリ
クラシ
二智
(平
)慧
(平
)ノ光
(去
)明
(上
)
ハカリナシ
チヱ
クワウ
ミヤウ
[左
]チハ
アレハアレ
コレハコレト
フンヘチシテ
オモヒ
ハカラフニ
ヨリテ
シユイニナツク
[左
]ヱハ
コノ
オモヒノ
サタマリテ
トモカクモ
ハタラカヌニ
ヨリテ
フトウニナツク
フトウ
三昧ナリ
有
(平
)量
(平
)ノ諸
(上
)相
(平
)
コトヽヽク
ウ
リヤウ
シヨ
サウ
[左
]ウリヤウハ
セケンニ
アルコトハ
ミナ
ハカリアルニヨリテ
ウリヤウト
イフ
[左
]佛法ハ
キヤホトリ
ナキニ
ヨリテ
无量ト
イフナリ
光
(去
)暁
(上
)
カフラヌ
モノハナシ
クワウ
ケフ
[左
]ヒカリニテラサルヽナリ
真
(去
)實
(入濁
)明
(上
)ニ歸
(上
)命
(平
)セヨ
シン
シチ
ミヤウ
クヰ
ミヤウ
[左
]ワアミタニヨライナリ
[左
]シントイフハ
イツワリ
ヘツラワヌヲイフ
シチトイフハ
カナラス
モノヽ
ミトナルヲ
イフナリ
１．本文の異同両本の和讃掲出順、和讃の総数等についての異同は、先行研究
に譲る。
両者一致する右和讃では、キワ（際） ・キヤホトリ（際辺） ・
ヘツラワヌ（諂わぬ）など、歴史的仮名遣いと異なるものが、両
者一致している。また、ホフ（法） ・フンヘチ（分別）など、親鸞の字音仮名遣いが両本に共通する。
また、 両本とも、 親鸞の仮名遣いの特徴として指摘されている、
複合助詞「をば・をも」を、 「オハ・オモ」と書いている点でも、共通している。
（４）
２．振り仮名の加点数右に述べた如く、漢字に付された 字音を中心とする両本の振
り仮名も、基本的には一致し、両本とも、親鸞の字音仮名遣いに基づいている、と判断される。
しかし、両本 は、振り仮名の加点密度に差が存する。『正像末法和讃』は、両者本文 異同が大きいため、以下、 『浄
土和讃』のみの数を示す。
国宝本には、漢数字などの平易な漢字や、既 加点し 漢 が
再出した場合には、振 が省かれることがある。たとえば「一」は、国宝本の『浄土和讃』本文に、一九回使用されている。しかし、振り仮名加点例は、一例も無い 「十」も、国宝本『浄土和讃』本文に出現する全一七例のうち、加点例は、無い
これに対して、顕智本『浄土和讃』本文の「一」には、二二例
のすべてに、 ヰチ」の仮名が振られて る。また、 「十」にも、全二九例に「シフ」の加点が見られる。
このように、顕智本は、基本的にすべての 字に振り仮名を付
そうとしたもののようである。
この両本 相違は 親鸞の加点態度の変化とは考えにくい。なぜなら、和讃 りもさら 平易に仏の教えを説いた『一念多
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念文意』 『唯信抄文意』なども、親鸞自筆本は、顕智本『浄土和讃』に見られるような、稠密 加点ではないからである。
よって、顕智本の振り仮名は、親鸞自筆本の振り仮名を継承し
た上に、顕智または底本の筆者が増補したものを含む、と考えられる。その増補され 振り仮名にも、 「一・水・阿・阿」など
ヰチ
シヰ
ワア
ワ
「浄土真宗伝承音」と呼ばれることになる、親鸞独自の付音が見られる。
３．声点
Ａ． 「
」型声点について
○―
顕智本には、 「
」の濁声点が見られる。しかし、国宝本に
○―
は、それが一例も無い。
親鸞は、この「
」型の声点を用いている。この声点を親鸞
○―
は、入声において、 「清急」 「濁急」 「清緩」 「濁緩」を区別すのに用いた。 「
急
」はいまだ開音節化していなかった舌内入声ｔ
キフ
と入声の促音を、 「
緩
」はすでに開音節化していた喉内入声ｋ・
ユル
唇内入声ｐを示していたことが、坂東本『教行信証』の声点を分析することによって明らかにされた。
（５）
なお、この形式の入声点を用いた資料 限られており、現存
の親鸞自筆本では、坂東本『教行信証』の外には、西本願寺蔵『阿弥陀経・觀無量壽経註』 みである。
（６）
顕智本において 「
」形式の濁声点は、以下の例に加点さ
○―
れている。ここでは、該当漢字の訓点のみ記す。【喉内入声字・脣内入声字】 （用例下（
）内は、所在を複製本
の頁数と行数とで示したもの。以下同じ。 ）
徳―功徳
(入濁
)（二九４・六六１・一三二１・一四六３）
功徳
(入
トク
トク
濁
)聚（五六４）
八功徳
(入濁
)水（六一２）
功徳
(入濁
)蔵（六一
トク
トク
４）
恩徳
(入濁
)（九五１）
徳
(入濁
)（三三３）
トク
トク
極―无極
(入濁
)（四八１）
无極
(入濁
)尊（六二４）
コク
コク
法―勝法
(入濁
)（八九３）
法
(入濁
)喜（二六３）
法
(入濁
)蔵（三四２）
ホフ
ホフ
ホフ
覺―平等覺
(入濁
)（二一４）
カク
【喉内入声字・脣内入声字以外】
絶―超絶
(入濁
)（二五１）
セチ
脱―解脱
(入濁
)（二五４）
タツ
心―三心
(上濁
)（一〇三２）
シム
種―種種
(平濁
)（一八三３）
占―卜占
(去濁
)祭祀（二七四４）
セイ
右が、顕智本における「」形式の声点の全例である。
○―
右例を国宝本と対照させ と、国宝本 大部分は濁声点である
ため、顕智本の「
」も濁声点であると考えられる
。
（７）
○―
しかし、坂東本『教行信証』で指摘された入声濁緩の声点とは、
一致しない例が多い。
加点例には、喉内入声字・脣内入声字が多いことは確かである
ものの、 喉内入声字・脣内入声字の大部分には、 「
○
」 または 「
－
」
の声点が加点されており、顕智本全体では、舌内入声・促音と喉内・脣内入声とを区別しない例が中心をなす。
そして、 「
」形式の声点加点例中には、右に掲げた如く、
○―
喉内・脣内入 字以外に加点された 存する。
（８）
また、入声清の場合は、 「
○
」点のみであり、 「
」は存し
○○
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ない。
このように、顕智本の声点は、入声に急と緩とを区別した、親
鸞の他資料における加点法とは異なる。
これらの点から、この声点は、坂東本『教行信証』 ・西本願寺
蔵『阿弥陀経・觀無量壽経註』に近い、規範的な加点がなされた原本のそれを引き継 でいる可能性は否定できないものの、顕智または底本の筆者が、親鸞加点本を改変した可能性が高い、と思われる。
Ｂ．声点加点部分
国宝本・顕智本とも、音読した漢字の大部分に声点が加 され
ている。
ただし、国宝本には声点が加点さ ながら、顕智本「浄土和讃」
には声点が加点されない部分が存する。それは、 「大勢至菩薩奉和讃」の八首である。
国宝本「浄土和讃」には、 「諸経意彌陀佛和讃」に続いて、 「現
世ノ利益和讃」 「大勢至菩薩」の和讃 ある。
これに対して、顕智本は、 「大勢至菩薩奉和讃」が先で、 「現
世利益
十五首」が続き、 「別和讃」を添えて終わっている。
そして、顕智本において、先に移された「大勢至菩薩奉和讃
八首」には、声点が全く加点されず、左注も一例のみで
また、国宝本と比べて字句が増補された部分にも声点は加点さ
れていない。ただし、振り仮名は書か
无量
壽如来
阿彌陀佛
已上
四十二名
（一七３・４）
ム
リヤウシユニヨライ
アミタ
フチ
イ
シヤウシ
シフニ
ミヤウ
さらに、本文が改変された部分にも、声点加点がな ないこ
とがある。
本誓悲願
（四〇４）
如来（四七３）
十方（五〇１）
ホンセイヒ
クワン
ニヨライ
シフハウ
或本
雨行
（六九２）
彌陀（七四２・八〇１）
廻入（八
アルホンニハウ
キヤウ
ミタ
ヱ
ニフ
六４）
八首（一二〇３）ハチシユ
ただし、一首を増補した「大経意」第十八首には、部分的に声
点加点が見られる。
また、次の改変箇所には、声点が加点されている。
如
(去
)来
(上
)（七五４）
真
(去
)実
(入濁
)信
(平
)心
(去濁
)（一四三４）
ニヨ
ライ
シン
シチ
シン
シム
これらのことから、顕智本の声点は、現在の本文に改編される
前の本に存した声点を、 移点したものではないか、 と考えられる。
Ｃ．一音節去声字の割合
国宝本の声点を当該字の『廣韻』四声と比較した結果が、すで
に公表されている。
（９）
それに基づいて、国宝本『三帖和讃』の声点は、鎌倉時代にお
ける呉音声調を反映す ことが言われている。
国宝本『淨土和讃』と顕智本『淨土和讃』と 対応本文につい
て、 その漢字 加点 た声点を対照させると、 大部分一致する。しかし、若干の異なりが存する。
そのうち、最も多いのは、一音節字における上声 去声との間
の相違である。
前接字の声調の影響を排除するために、 右の先行研究にならい
語頭の一音節字について、両本の去声と上声との数を数えてみると、結果は、次のとおりであった。 （両本における声点加点字は、ほぼ一致している。 ）
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去声点加点例
上声加点例
計
国宝本
一一
(
％
)
二二七
(
％
)
二三八例（
％）
4.6
95.4
100.0
顕智本
四四
(
％
)
一八六
(
％
)
二三〇例（
％）
19.1
80.9
100.0
右のとおり、書写の古い国宝本よりも、新しい顕智本の方が一
音節字への去声点加点例が多い。
本稿の筆者は、かつて、字音直読資料について、その上声・去
声の数を数えてみたことがある。
（１０）
次にその数値を引用する（ここでも、直前字の声調の影響を考慮外とするため、調査は句頭の例に限っている） 。
①聖衆来迎寺蔵『妙法蓮華經』院政末期点②親鸞筆『阿弥陀經・観無量壽 建仁～元久
( 一二〇一～
一二〇六
) 頃点
③龍谷大学蔵『無量壽經』南北朝期点（右と同時 の親鸞加
点本の移点本）
④龍門文庫蔵『阿弥陀經・観無量壽經』鎌倉後期点（祖点は
鎌倉初期）
⑤東京大学国語研究室蔵『大般若波羅蜜多
巻一』建長六
年
( 一二五三
) 頃点
去声点加点例
上声加点例
計
①
八一
(
％
)
四
(
％
)
八五（
％）
95.3
4.7
100.0
②
一〇九
(
％
)
六
(
％
)
一一五（
％）
94.8
5.2
100.0
③
二〇八
(
％
)
二四
(
％
)
二三二（
％）
89.7
10.3
100.0
④
五七
(
％
)
二〇
(
％
)
七七（
％）
74.0
26.0
100.0
⑤七
(
％
)
三七
(
％
)
四四（
％）
15.9
84.1
100.0
このように、一音節去声字の上声化は、字音直読資料では、鎌
倉時代に入って顕著となり、鎌倉時代中期にはほぼ完了する。
国宝本は、寶治二年
( 一二四八
) ～正嘉元年
( 一二五七
) の成立と
考えられるため、声点加点時期は 右の⑤東京大学国語研究室蔵『大般若波羅蜜多經
巻一』建長六年
( 一二五三
) 頃点とほぼ同時
期であろう。
⑤東京大学国語研究室蔵『大般若波羅蜜多經
巻一』建長六年
( 一二五三
) 頃点が、比率として、同時代の国宝本『浄土和讃』よ
りも多く去声点を留めるのは、字音直読資料に、 『三帖和讃』のような和語を交えた漢語資料よりも、より規範的な呉音声調が反映されたためであろう。
ここで、正應三年
( 一二八九
) に書写された顕智本『浄土和讃』
が、建長六年
( 一二五三
) 頃点の『大般若波羅蜜多經
巻一』より
もやや多い比率の去声加点例を残してい 事実は、いかに解釈すべきであろうか。
ここまでの検討によって、顕智本の訓点は、親鸞加点の底本を
移点したものであることが明らかになった。 （それに、若干の増補・改変を加えている。 ）
よって、もととした親鸞加点本に、国宝本よりも古い あるい
はより規範的で字音直読資料に近い加点がなされていた、と考え
―  8  ―
るべきであろう。四、まとめ
以上、顕智本「浄土和讃」 「正像末法和讃」について、国宝本
『三帖和讃』との比較によって、次の点が知られた。
１．顕智本の振り仮名は、親鸞以外の人物によって増補されて
いる。
２．声点は、基 的には親鸞加点本のそれを写したと考えられ
る。ただし、形式を改変したものが存する。
３．顕智本が元にした親鸞加点本は、国宝本よりも声点の加点
時期が早かった可能性がある。
注( １
)
『影印
高田古典
[ 第二巻
] 顕智上人集
上』 （一九九九年、真宗
高田派宗務院）所収「解説」 、参照。
( ２
)
常磐井和子「三帖和讃の諸本について」 （ 「真宗研究」第三二輯、一九八七年十二月） 、参照。
( ３
)
注
( １
) 著書所収「解説」 、参照。真佛は、国宝本『三帖和讃』の本
文の筆者であると推定されている。
( ４
)
ただし、顕智本では、徹底していない箇所も存する。たとえば、 「讃阿弥陀仏偈和讃」第十六首（国宝本二六・顕智本
一四ウ）四行目の左注では、国宝本「アミタオハ」 （阿弥陀をば）を、顕智本は、 「アミタヲハ」とする。
また、同第十八首（国宝本二八・顕智本一五ウ）四行目では、国
宝本「利益衆生ハキワモナシ」を、顕智本は、 「利益衆生ワキワモナシ」とする。
( ５
)
小林芳規「鎌倉時代語史料としての草稿本教行信証古点」 （ 「東洋大学大学院紀要」第２集、一九六五年九月） 、沼本克明「漢字音に於ける促音の表示法」 （ 「国文学攷」第六十九号、一九七五年十月。後、沼本克明『平安鎌倉時代に於る日本漢字音に就ての研究』 （一九八二年、武蔵野書 ）付論 二章に改稿所収） 。
( ６
)
佐々木勇『平安鎌倉時代における日本漢音の研究』
( 二〇〇九年、
汲古書院
) 九六九・九七〇頁、参照。
( ７
)
ただし、 「法
(入濁
)喜」 （二六３） 「法
(入濁
)蔵」 （三四２） 「平等覺
(入濁
)」（二
ホフ
ホフ
カク
一４）は、国宝本対応箇所では、清の声点が加点されている。 （また、最終二例「種種
(平濁
)」 （一八三３） ・ 「卜占
(去濁
)祭祀」 （二七四４）
セイ
は、国宝本対応箇所に声点加点が無い。 ）
( ８
)
坂東本『教行信証』 ・西本願寺蔵『阿弥陀経・觀無量壽経註』にも、舌内入声字に「濁緩」の入 例が存した。しかし、それらは 「一・七・八・日 などであって 今日でも「―チ と書かれ、読まれ、他の舌内入声字よりも早い時期に、 「―チ」の音で開音節化して発音される場合が存したことが推測されるものであった（佐々木勇「親鸞筆『阿弥陀経』 『観無量壽経』の漢字 について」 〈 「比治山大学現代文化学部紀要」創刊号、一九九五年三月〉 ） 。
( ９
)
高松政雄「呉音声調
─親鸞の場合─」
( 「岐阜大学教育学部研究
報告
人文科学」第二六巻、昭和五三年） 。
(
)
佐々木勇「龍谷大学蔵『無量壽經』の訓点について
──定家仮
10
名遣による訓読点と親鸞の字音点──」 （ 「鎌倉時代語研究」第十六輯、一九九三年五月） 。
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